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LA FONTAINE の自由間接話法
同 手J昨井 輝 男
作家がその作品にÎfれ、て作中人物の言葉や考えを読者に伝える場合(言語
活動一般について言えば， 或る人の言葉や考えを他人に伝える場合)， それ
をそのままの形で引用して伝える直接話法と，作家が(伝達者が)それを白
己の言葉に直して伝える間接話法とのこつの伝え方がある.間接話法は又，
被伝達部が伝達部に直接結びついている場合と，そうでない場合とに分けら
れ，後者は一般に自由間接話法とよばれる.これらの話法はそれぞれ統辞論
上異なった構造を持ち，又異なった文体効果を持っている.本稿は主として
統辞論の立場から自由問按話法の航迭を検討-し，それを通して La Fontaine 
がどの旅に自由間接話法を川いているかを考察しようとするものである.作
品は Fables, Con tes et N Oll velles 及びそれらに準ずる韻文の作品を中心と
した.なお以下単に間接話法という時は自由間接話法を含まず，被伝達部が
伝達部に直接結びついているもののみを指すものとする.
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自由間接話法は，被伝達部が伝達部と直接結びついていないか，或いは伝
達部を全く欠く話法である.従ってこの観点から
A. 伝達郎が被伝達部の前にある場合
B. 伝達部がない場合
C. 伝達郎が被伝達郎内に何人されているか文は後におかれてし、る場合
の三つの型に大別することができる.
A. 伝達部が前にある場合
伝達部が前にありながら被伝達部がこれに直接従属せず，そこから遊離・
独立するとま，その被伝達郎は自由間接話法となる.この場合，伝達部は間
接話法となっていることが多いので，先ず間接話法の型について簡単に調べ
ておくことが必要で‘ある.間接話法は
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a. 被伝達部が従節となって，言明又は思考を表わす動詞(以下言明動詞
という. dire, croire, penser, répondre, all馮uer etc.) 又はそれに準ず
るもの (être d'avis etc. )と接続詞 que，接続詞句c1e ce que, ?ce que 
など，又は間接疑問を導く諮 (si， qui, ce que, où, quel など) とによっ
て導かれるのが普通と考えられるが，必ず、しも従節によるとは限らず，次の
様な種々な型が考えられる.
b. 不定法節
Il accusait toujours les miroirs d'騁re 1mは，
(F., 1, 11, 3) 
Elle mendfGJupiter 
.D'αもαηdonne:γsα couれ d'α~ller vi:。γeα~u déseγt， 
De quitter toute dépe侃α'nce，
Avec mainte autre extravagance. 
(F., IL 8, 42-45) 
c . 目的存H語+属詞
Par ce parangon des pr駸en ts 
1 croyait sa fortune faite , (F., X[, 12,. 99-100) 
1 voit ce corps gisant, le cγoit 1りrivé de vie, 
(F. , V , 20, 24) 
d. 名詞的表現
Celle-ci d馗lara sa fiamme. (F.， 刃L 1, 48) 
Le loup donc l'畸orde humblement, 
Entre en propos, et lui fait complirnent 
Sur son embonpoint qu'il admire. 
(F. , 1 , 5, 10-12) 
e. その他
Jupiter y coηsent. (F. , VL 4, 15) 
On en convient. (C. , V , 7, 119)' 
Une vache 騁ait là, l'on l'appelle, elle vient; 
(F. , X , 1, 31) 
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これらの内，被伝達文の内容は a に於いては比較的原形に忠実であるの
に対し， b から e へ進むに従って，内容が凝縮され，原形を留めないもの
となっていくことは明ら泊、であり， c1や e の型まで間接話法とよぶべきか
否かについてはやや問題がある.従節によるもの(或いはそれと不定法節に
よるもの)のみを間接話法とみなすこともできるが，間桜話法をそれに限定
する根拠は稀薄である.しかし間接話法の境界を明確に定めることは困難で
あり，従節によるものを典型的な間接話法と考えることはできょう.
ところで，この従節による問楼話法で被伝達部が二個以上の節から成る場
合は，それぞれの節に接続詞をくり返さなければならない.
D色s l'aborc1 leur c1oyen, personne fort pru c1ente, 
Opina qu'il fallait, et plus t? que plus tarc1, 
Attacher un grelot au cou de Roc1ilarc1; 
Qu'ainsi, quand il irait en guerre, 
De sa marche avertis, ils s'enfuiraient sous terre; 
Qu'il n'y savait que ce moyen. 
(F., ]1. 2, .14-19) 
しかし場合によっては，二つ目以後の従節に於いて，その主語と共に que が
省略されることがある.
On crut que jusqu'au lenc1emain 
Le mauc1it animal ?1a serre insolente 
Nicherait l? ma1g1・é le bruit, 
Et . sur le nez SaCl・é vouc1rait passer 1a nuit. 
(F. ， 苅， 12, 56-59) 
だが次の例に於いては幾分事情が異なる.
Malc annonce al vieillard censeur de sa jellnesse 
Qu'il va de ses a?ux recueillir 1a richesse: 
Qu'i1 t稍he c1'emp鹹her q? c1es biens assez graロds
Ne soient ma1 c1ispEms駸 par c1'avares parents; 
Qu'i1 veut fonc1er un c1oître, et destine 1e reste 
A vivre sans éc1at, toujours simple et 111oc1este, 
Donnant un saint exemple, et par ses soins pieux 
Peu t -黎re pl us u tile a u si色cle qu'en ces lieux. 
(Po鑪e de la ca?ivit? de Saint JY!alc , 29-36) 
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et destine 以下は que に導かれた三つの従節と同械主節に従属するもので
あることは怠味上明白であり， que のくり返しに俗きて，これを省略したも
のと考えられるが，しかし，これと同じ文の杭造を持ちながら et c1estine に
当る個所以後が主的とき下位関係にあることもある符である.場合によっては
同義に解釈し得ることもあり仰ょう.
間接話法の従節に，更に従属接続河によって;，fよかれる従節が続く場合もこ
れと類似の現象が見られる.
La commune s'allait s己parer du s駭at. 
Les m馗ontents disaient qu'il avait tout l'empire, 
Le pouvoir, les trésors, l'honneur, 1a clignit? 
Au lieu que toui le mal 騁ait de leuγ cらぬ:
Les lribuls, les imþô!s, les fatigues de gueγγe. 
(F., IIT , 2, 34-38) 
この例では Au lieu que に始まる従節は間接話法の従節(被伝達部)に従
属するものであることは意味上明らからである. それはこの場合作中人物
(以下単に人物という)の言葉を伝えているものである. しかし場合によっ
ては，これらの従属接続詞がそれによって導かれた従節を主節(伝達部)に
従属させることもあり符る.その場合，それは作者の言葉となる.先の;場合
に於けるのと同隊，阿義に解釈し得ることもあり得ょう.
Un homme n'ayant plus ni créc1it, ni ressource, 
Et logeant 1e c1ialコ1e en sa bourse, 
C'est-?dire n'y logeant rien , 
S'imagina qu'il ferait bien 
De se penc1re, et finir 1ui-m麥e sa mis色re，
Puisque αussi bien sans lui la fi.α:im le viendrait fi.αiγe， 
Genre c1e mort qui ne c1uit pas . 
A gens peu curieux c1e go?ter 1e tr・épas
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(F. , IX , 16, 1-8) 
この例では Puisque 以下は一応間接話法の被伝達部内にあり人物の考えを
表わすものと考えられるが，しかし作者の説明と考えられないこともない.
そして又，例えばこの様な従節の前に強い休止がある機な場合には，一応そ
れは主節と関係する様に考えられるけれども，それにも拘わらず，それが人
物の言-葉である場合もあり得る.こうした場合，読者は先ずそれが作者の言
葉であることを感じ， 次いで cOhtexte によって人物の言葉であることを理
解することになり，形式と内容との問にややずれが生じることになる.内容
的には人物の言葉でありながら，作者自身の言葉であるかの様な形式をとる
一一一それは即ち自由間接話法に他ならない.
しかし上述の場合，従属接続詞の前に point がおかれている(その場合，
従属接続詞は独立文を導く等位接続詞としての機能を持つことになる〉にも
拘わらず， contexte によってそれが人物の言葉であることが明らかな時には
(但し La Fontaine にはこの様な実例は見られない)それを自由間接話法
とよび得るけれども，その他の場合に自由間接話法とよび得るかどうかは疑
問である.例えば，先にあげた例 (F. ， :m:, 2, 34-38) では，従属接続詞 au
lieu que の前に point-virgule という一見かなり強い休止がある様ではある
が，この場合は休止を示すよりもむしろ被伝達部内での内容の対立を示すた
めに用いられているもので，事実上の休止はないと考えられ，一般に point-
virgule だからといって必ずしも強い休止を示すとは言えないと思われるし，
文こうした場合，これらの従属接続詞の導入が読者の言語意識に対して直ち
にそれを主節(即ち間接話法の伝達部)と関係させる様に働きかけるもので
あるならば，それにも拘わらず， contexte からそれが従節(即ち間接話法の
被伝達部)と関係するものであることが理解される場合には，そこに形式と
内容とのずれが生じることになるけれども，必すe しも常にその様に働きかけ
るものとも思われないからである.ただこの様な形を間接話法と自由間接話
法とのいわば矯渡しをなすものと考えることはできるし，自由間接話法の初
歩的な段階と言うこともできょう.
こうして我々はA型の自由間接話法即ち間接話法に続き伝達部から遊離・
独立することによって生じた自由間接話法に達することになる.それは上述
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の場合の僚に同義の解釈ができるというのではなく，形の上ではあくまで作
者の言葉でありながら，内容の上で人物の言葉であることが明瞭に理解され
る場合である.この型の自由間接話法はその遊離の程度によって幾つかの段
階に分けることができる.
1. 従節による間接話法に続き， que の省略によって生じたもの
Il dit じlonc que sur sa fronti鑽e 
Des anﾍInaux entre eux ont guerre de tout temps: 
Le sαηg qui se tγαnsrnet des pères α1は enfiα叫S
En γenouvelle 1αmαtière. 
(F., 1'< , Sab. , 122--125) 
Il crut que, c1e s'enfllir aya,nt mil1e moyens, 
Ils se pourraient enfin soustraire ?l'esc1avage; 
Qu'il fallait joindre aux fers les n誦c1s c1u mariage. 
Leur αmour lui seγαit un gα~ge Slゆsα札
Les dmは fruits do叫 l'hymen leu:γ ferαit un prése叫
Augmenterαient ses biens, l'α'urα~ient encor POUíγ maître. 
〔乱fα~lc， 232-237) 
これらの例の自由間接話法は，その前に qlle を補えば言明動詞に従属して
そのまま間接話法となるわけだが， que が省略されることによって伝達部か
ら遊離し(特に後の例では独立文となって伝達部からは完全に遊離してい
る)従って形の上では作者自身の叙述となっているのだが，意味の上からは
やはり言明動詞に従属し，人物の言葉がなお続いているのであることは明ら
かで司ある.この型の自由間接話法は La Fontaine の作品には他に次の個所
に見出される . (F., rr , 8, 36) (F., VI , 20, 23-26) (F., W , 16 , 18-19) 
(F., \lllI, 8, 19-22) (F., \1m, 14, 8-10) (F. ， 噛， 18, 17-21) (F., X , 1, 
60-62) (C. , V , 8, 116-126) (λI[alc， 344) 
これらの内でやや特殊な一例をあげておこう.
Le rieur alors c1'un ton sage 
Dit qu'il craignait qu'un sien ami, 
Pour les granc1es Inc1es parti, 
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N'e皦 clepuis un an fait naufrage. 
Il s'en iηiformait donc 証 ce m仰:u fiγぬれ l
lvlais tous lui rも~pondaiellt qu'ils n'étαient pαs d'un 稟c 
AsωOtY α:u vrαi son destin; 
Les gros en sαもむYα:ienl dα。αntαgc.
(F., Vl!f, 8, 15-22) 
1 s'en informait 以下が言明助河 Dit から遊離して自由間接話法となって
いるのだが，その中に répondaient によって導かれる間接話法があり，更に
それに続いて Les gros 以下がそこから遊離して自由問;陵話法となっている.
いわば二重の白白間接話法である.
2. l.と同じ場合で，間接話法の部分と自由間接話法の )111分とでl時11í1Jの異
なるもの
Ainsi dit , il vient ?pas compt己s ，
Se dit 馗olier d'Hippocrate; 
Qu' ilconna羡 les vertus et les propri騁駸 
De tous les simples de ces pl・és;
Qu'il sait guérir, sans qu'il se flatte , 
Toutes sortes de maux. Si dom coursier voulait 
Ne poi叫 celer sa malαdie， 
Lui lou?grαtis le guらγiγait;
Cαr le voir en cete prαiγte 
Pα:îtγeαmSl sαns 騁re li色
T?l'noignait quelque mα:l， selon la m馘ecine. 
(F., V , 8, 11-21) 
言明動詞及び.問按話法内の動詞は全て物語体現在形におかれているのに対し，
自由間接話法の部分では，現在及び末来がそれぞれ半過去及び条件法現在に
transposer されて用いられている. 時制の変化によって主節からの遊離度
は 1. の場合よりも大きくなっていると言えよう.この型は他に (F. ， VII , 9, 
20-22) (C. , IV , 2, 64-67) (Les Filles de λイinée， 153-155) がある.
3. 従属による間接話法に続ま car などの接続詞によって導かれるもの
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car は等位接続詞であり， しかも et や mals などと異なり que と両立
し何-ない. 従って間接話法に続いて car によって導かれる節が来る時は本
来ならば主節(伝達郎)と等位におかれている答であるが，次例の様にそれ
がなお伝達部に意味上従属していることもある.
Le pot de fer proposa 
Au pot de terre un voyage. 
Celui-ci s'en excusa, 
Disant qu'i1 ferait que sage 
De garc1er 1e c01n du feu: 
Cαr il lui fiαllait si peu, 
Si þeu, que lα 制otηdγe chose 
De son dら~bris serαit cα:use. 
Il n'en γeviendrαit 11wrCeαu. 
(F., V , 2, 1-9) 
この型の自由間接話法は他に次の一例があるだけである.
の
Les sages du couvent 
Furent d'avis que l'on se devait taire; 
Cαγ trop d'éclαt e皦 pu nuire α:u .troupeα:u. 
(C., lV , 7, 136-138) 
4. 従節による間接話法に統ま，意味上からも言明動詞に従属し得ないも
Il 騁ait un berger, son chien, et son troupeau. 
Quelqu'un lui demanda ce qu'il pr己tendait faire 
D'lln dogue de qui l'ordinaire 
Etait un pain entier. Il fallait bien et beau 
Doγmer cet αmmαlαu seigneur du villα:ge. 
Lui bergeγ pOllr plus de ménαge 
Au:γαit deuχ ou trois mâtineatは，
Qui lui d地ensα叫 moins veillerαient ωχ troupeαuχ 
Bien mieuχ 吐ue cette b騁e seule. 
64 
(F., V1II, 18, 37-45). 
この場合の自由問按話法はその前に (et) que を:fFll ったとしても伝達部の動
詞 demanda には接続し仰ない.従ってこれまでの型よりも一周遊離度が大
きいと言-える.自由間接話法が疑問文や感歎文となっている場合も同様のこ
とが言える.
De prirne face elle crut qu'on riait; 
Puis se f稍ha; puis jura sur son 穃e 
Que mille fois plut? on la tuerait. 
Que diγα'it司on si le bruit eγz cou:γα:it? 
Outre l'offense et þéch色 tγoþ ぬorme，
Calfuce et Dieu sωαient que de tout temps 
Elle α。αitcrαint ces devoirs comþlαlSαnts， 
Qもl'ele endurαit seulemeut ?ur la forme. 
Puis il viendrαit quelque mâtiη difforme 
U切comrnoder， lα mettre sur les dents! 
(C. , IIT , 2, 186-195) 
L'.un trouvait les dedans , pour ne lui point mentir , 
Indignes d'un tel personnage; 
L'autre bl穃ait la face , et tous 騁aient d'avis 
Que les appartements en 騁aient trop petits. 
Quelle mαlson 金our lui !ど0九 y tournαit ?þeiηe. 
(F., IV , 17, 3-7) 
この型は他に (C. ， r: 7, 260-263) (C., V , 7, 223-226) があるが，この
後の例では自由間接話法の後に que によって導かれた従節による間接話法
が再び続くという他に見られない形になっている.
A Math駮 (cもtait le nom du sire) , 
Sans tant tourner, il dit ce qu'il 騁ait: 
Qu'un double mal chez lui le tourmentait, 
Ses créanciers, et sa femme encor pire; 
Qu'il n'y savait rem鐵le que d'entrer 
Au corps des gens, et de s'y remparer, 
D'y tenir bon: iγαit-on ぬ le Þγeηdγe? 
Dαme Ilonestα viendγα:it-elle y Þγ671eγ 
Qu'elle αγegret de se bieγz g01，印erneγY
Chose eγznuyeuse， et qu'il est lαs d' entendre. 
Que de ces corps trois fois il sortirait, 
Si t?t q ue1 ui1Vla th駮 l' en prierai t : 
Trois fois sans plus, et ce, pour r馗ompense 
De l'avoir mis ?couvert des sergents. 
(C. , V , 7, 217-230) 
なお次の例で，
Puis il demande aux gensωmme on les nomme, 
Ce qu'i1s font 1à, d'o?vient que dans ce lieu 
L'on 1e retient; et qu'a十il fait ?Dieu? 
(C. ， 町， 6, 122二124)
65 
comme, ce que, d'où によって導かれた間接話法に続いて自由間接話法が現
われるのだが，この場合は今までの例と異なり， ce qu'il a fait ?Dieu と
いう形で言明動詞に接続できることになるので別の型に分類すべきであると
考えられるが，この様なものも他には例がない.
5. 従節によらない間接話法に続くもの
これまでは従節による間接話法に続く自由間接話法について見てまたのだ
が，先に述べた様に間接話法は従節によるとは限らない.自由間接話法が従
節以外の構造による間接話法に統くとき，その伝達部からの遊離度は今まで
の場合より一層大きくなることは言うまでもない.伝達部はそれ自身間接話
法として凝縮され，要約された形で人物の言葉を伝え，それによって更に次
の自由間接話法への導入の役目を果たしているのである.次に述べる A6 の
型と共にA型の自由間接話法の内，最も進んだ段階のものということができ
Q. 
Le singe approuva fort cette sévérité, 
Et, flatteur excessif, il loua 1a c01色re
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Et 1a griffe clu prince, et l'antre, et cette odeur: 
Il n'託αit αmbγe， il n'色lαit fleur , 
Qμi ne f皦 ail au ρrix. Sa sotte flatterie 
Eut un rnauvais sllccès, et fut encore punie. 
(F., VII, 7, 20-25) 
Le. mulet d ・un PI・élat se piquait c1e nob1esse, 
Et ne parlait incessamrnent 
Que de sa m色re la jument , 
Dont il contait mainte prouesse. 
ELle α。αitfiαit ceci, puis ωαit 色té lι 
Son fils prétendait, pour cela , 
Qu'on 1e c1皦 mettre dans l'histoire. 
(F. , VJ , 7, 1-7) 
Le mari passe quelques jours 
A raisol1ner sur cette affaire: 
U孔 cocu se pouvαit品 fαzre
Pαγ1α 。olontら seule， et sαns venir αu poiηt? 
L'étα:it-il? ne l'色tαit-il poiηt? 
Cette difficult己 fut encore ?c1aircie 
Par Ner・1e.
(C. , ]1[, 4, 339-345) 
最後の例は自由問捺話法が疑問文になっている例である.
以上の型に属する例は La Fontaine の用いている自由間接話法の内で最
も多く，これを La Fontaine の自由間按話法の典型的なものと言ってよい.
以上にあげた例の他，次の個所がそれに当る . (F. , 1 , 8, 24) (F., 1 , 6, 
7-9) (F., IV , 11, 16-19) (F., V , 7, 12) (F., VI, 16, 8) (F. , Vl[ , 1, 
60-62) (F. , vTI , 3, 15-23) (F. , \~I ， 7, 31-32) (F., VII , 18, 46-49) (F., 
\1][[, 20, 48) (F., IX , 13, 28) (F. , X , 7, 7) (F. , X1I, 14, 24-26) (F., 
〉孔 16 ， 9-11) (F.， 却， 20, 14-15) (C. , l[, 14, 344-345) (C. , ][, 2, 62 
-63) (C. , m , 2, 149-154) (C. , 111 , 4, 261) (C. , IIT , 4, 279-:-287) (C. , 1II, I 
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13, 82-84) (C. , N , 6, 85) (C. , IV , 6, 149-159) (C. , IV; 8, 220-227: 
(C. , IV , 14, 22-23) (C. , V , 3, 47) (Phil駑on et Baucis, 110-111) 
6. 擬似伝達郎に続くもの
前の文に言明星b詞がなく，従って間接話法もないけれども，それに代る語
(動詞とは限らない)が自由間接話法を導くことがある.
Pleine de honte et d'amour tout ensemble, 
Elle se met aussit? ?pleurer: 
<A son amant þeut・elle se montrer 
ノ1Jりrès cela? qu'en pOllrra-t-il penser? 
Dit-elle en soi; et qu'est-ce qu'il lui semble, 
J'ai bien manqu? cle courage et cl'esprit. :> 
(C., ]II , 2, 271-276) 
pleurer は言明動詞とは言えず， 又上例で間接話法を導いているとも言えむ
いが，それに準じたものとみなし仰る.この僚な伝達部をj疑似伝達部とよ J
ことができょう.次例の 1・it についても同様である.
Leur fils se plaint d'騁range sorte; 
1 ?c1ate en cris superflus: 
Le p色re en rit; sα femme est morte. 
(F., XU , 19, 6-8) 
次例の様に通常の言明動詞から更に速いものも擬似伝達部とみなし仰る.
L'arbre 騁ant prit pour juge, 
Ce fu t bien pis encore. Il seγvαit de γefuge 
Contre le chaud, l，α 会L山e， et lα fureur des vents; 
Pour nous seuls il ornαit les j，αrdins et les chαηlþS. 
(F., X , 1, 67-70) 
この様な擬似伝達郎は，読者を人物の意識・心理へと導き，それによって佐
然に次の自由間接話法を導入する役目をもつものである.但し先にも述べた
様に，間接話法の境界(及至言明動詞の境界)は必ずしも明確ではなく， fえ
ってこの型と A5 の型との境界も必ず‘しも明確ではない.この型に属するも
のと考えられる例は以上の他に (F.， lV, 1, 32-38) (C., IV , 3, 107) が左
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る.
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なお，以上に見て米た例から明らかな様に， I~I 由間接説法は必ず、しも一つ
の節(又は文)だけでなく数個の節(又は文)から成立つこともできる.一
度導入されれば，少なくとも理論的には如何に多くの文をも自由間接話法に
おくことができる.このことはどの型の自由 I111抜話法についても同総である.
B. 伝達郎がない場合
伝達郎を全く欠いて，しかもそれが作者の叙述ではなく，人物の言集・考
えであることを理解させるためには，何らかの指示がなければならない.従
ってこの型の自由間接話法はその指示の種類によって分類することができる.
1. 指示語(名詞・動詞その他)が後に来るもの
Ce ne fut pas sans r・ésister
Qll'au choix qu'on fit de l1i consentit 'le bon bomme. 
L'αiffiαzre らぬit longue ?trαiteγ: 
Il devα:it derneureγdαns Rorne 
Siχ rnois， et plus encoγ ; ql昭 Sωαit-il cornbien ? 
Tαnt d'honneur p01，ωα:it nuiγeα:u conJugαd lie礼:
Longue αγnbαssαde et long voyαge 
Aboutissent ? COCl凶!ge.
Dans cette crainte, notre 駱oux 
Fit cette harangue ?1a belle: 
(C. , JI[, 13, 36-45) 
dans cette crainte によって， その前の部分が作者自身の叙述説明ではなく
人物の考えを表わす自由間接話法であることが理解される.この他に(F.， I , 
21 ,- 10-11) (F. ， 町， 11 , 21) (C. , ]1, 1, 115-122) (C. , m:, 5, 141-155) 
がある.勿論この様な指示諮がA型の自由間接話法に於いて見出されること
もある.一例だけあげておこう.
Le ga1ant s'accorde ?ce1a: 
Cornrnαndeγ， étαit-ce un rnyst鑽e? 
Obéiγ est bieγLα:utγeαiffiαiγe. 
Sur ce penser同là n,otre amant 
S'en va trouver sa belle, en a contentement, 
(C. , IV , 14, 21-25) 
2. 時:'fl~iJの transposition によるもの
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自由間接話法では多くの場合間接話法と同様に，時制のいわゆる transpoSl
tion が行なわれる.次例での半過去・条件法現在がそれぞれ transposer さ
れた現在・未来であることは直ちに理解される.
A frais communs se conc1uisait 1'affaire: 
Ils γze dωα'Ïent nulle chose se tαiγe. 
Le pγemier d'euχ qu'on fiαvorzseγαit 
De S01 boη!heu:γ 長αrt ?l'auIγe feγα'it. 
(C., m: , 3, 44-47) 
(l1s se c1isaient qu') I1s ne devaient... (et que) Le premier d'eux.. . 
と解釈しなければならないことは明瞭である.この他に (F. ， 1X, 19, 17¥) 
(C., V , 8, 92-96) (C., V , 8, 108-112) がある.
3. contexte のみによるもの
他に何ら指示はなく唯~ contexte のみによって明白にそれが人物の言葉て
あることが理解されることもある.
Rien ne 1a contentait, rien n屯tait comme il faut: 
011 se 1evα:it tγop tαγd， 01 se c侃:tchα:it tγop t?; 
Puis c1u b1anc, puis du noir, puis encore aLltr号 chose.
(F. , W, 2, 15-17) 
Tout 1e jour il avait l'ぽil au guet. Et la nuit, 
Si que1que chat faisait du bruit, 
Le chat Þγenait l' argent. (F. , VJII , 2, 44-46) 
Elle disait qu'on se levait... , 1 pensait que 1e chat . . の意、であること
は明らだが，しかし言語手段としては，それが人物の言葉・思考であること
を示す何らの指示も導入もない.それが作者自身の言葉でないことを知る江
は唯 contexte のみによる . (F., W , 5, 44-51) . (F., xr , 8, 4) (C., I 
13, 254-255) (C. , IV , 6, 120-121) も同様である. この中の最初の例でね
轟
守口
自由間接話法は直接話法に続いて現われる.
La belle les trouva t1・op ch騁ifs de moiti? 
<Quoi! 11loi? quoi! ces gens-l? L'on rac1ote , je pense. 
A moi les proposer! H駘as! ils font pitiι 
Voyez un peu la belle espèce!~' 
どun n'αηαit en l'espγit nulle délicαtese; 
L'αutre αvαÜ le nez fiαit de cete j~α50汁lbl
C屯tαit ceci, c'étαit cela, 
C' 騁ait toul: car les pr・écieuses
Font dessus tout les c1?c1aigneuses. 
(F., vrr , 5, 44-52) 
形の上では人物の言葉は直接話法と共に終り，従って読者は作者自身の言葉
をJm待するのだが， やはり contexte によって人物の言葉がなお続いている
ことを知るのである.又，独立文に限らず，関係fiíjや状況節のみが自由間接
話法であることもある. ‘ 
Une lieue 騁ant faite , 
Eux ,c1iscourant, pOUl' tromper le chemin, 
De chose et c1'autre , i1s tomb鑽ent enfin 
Sur ce qu'on clit c1e la vertll secr色te
De certains 1110tS, caract色res， brevets, 
Doηt les ωωns onl de tγès bons effets: 
Com:ηze de fiαiγeα~uぉ insectes ja guerγe， 
Chαrrneγ les loups, conju;γeγ le lonnerγe ， 
Ainsi du γèste; où, Sαns pαct ni demi 
(De quoi ['0γz soit Þσuγ le moins ωeγti) , 
L'or? se gu色γit; l'o1'/; guもγit sα montu:γe， 
Soit du fiαγcin， soit de la mémarchuγe; 
L'on fiαü sOlωenl ce qu'un bon m馘ecin 
Ne saurait fiαiγeωec tout son 1α~tin. 
(C. , rr , 5, 33-46) 
亀
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c1 0nt 以下の関係節は， それが人物の言葉であることを示す指示はないけれ
ども，作者自身の言葉でなく，人物の言葉であることは明らかである.
だが以上の様に contexte 以外に指示が全くないときには当然作者の言葉
か人物の言葉かあいまいな場合も生じることになる. Lips はこうした場合
の例をいくつかあげているが，その中から一例を借りれば，
Tous ensemble au sanglier voudraient lancer leurs clarc1s, 
Mα~zs μ1は・êtγe Adonis en γecevγα'it l'αüeinle. 
(Adonis, 502-503) 
これは作者の説明であるのか， Ac10nis の友人達の考えを伝えているのか明
らかでない.この様なあいまいさは作者の人物に対する主観的な態度に由来
するものと言えよう.その場合，作者は入物と一体化し，人物の心理を自己
のそれによって説明し，人物の思考を自己の思考と同一視してしまうわけで
ある.従って人物の言葉か作者の言葉かあいまいであるということは，実は
それが同じものだということである.
notre homme un beau matin 
Va chercher compagnie, et se met en campagne. 
L'ours port? c1'un m麥e c1essein 
Venait de quitter sa montagne. 
Tous deux par un cas surprenant 
Se rencontrent en un tournant. 
L'homme eut peur: mais comment esquiver? et que faire? 
Se ti:γeγeηGαscon d'une sel:γzblαrble αffiαiγe 
. Est .le mieux. 1 sut c10nc c1issimuler sa peur. 
(F., .\1][, 10, .21-29) 
この例では問題の個所は前後の過去形に対して現在形におかれ，しかもそれ
は物語体現在形ではなく一般的真理を表わす超時的現在を示すものと考えら
れるので， La Fontaine がよく行なう様に事件を前にして自己の感想を述べ
たものとも思われるが，後に続くc10nc によって人物もやはり作者の考えと
同じことを考えていたことが明らかになる.次例の様にたとえc10nc の様な
前の文を受ける言葉がなくとも同じことが言える.
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En . sage et discr色te personne, 
Ma羡re chat excusait ces jeux: 
Eηtγe αmis il ne (1α:ut j.αmαis qdon Sαbαηdoれれe
Auχtγα:its d'un couγγouχsをrwux.
Comme ils se connaissaient tous deux dお leur bas âge, 
Une longue habitude en paix les maintenait; 
(F.， 刃I 2, 12-17) 
この様に人物の言-架か作者の言葉かあいまいな場合，というよりも人物の言
葉でもあり，作者の言葉でもある様な個所は La Fontaine の作品にはかな
り多く見出される. Lips の言う通 2i，ここに自由間接話法の一つの起源を
見出すことはできるし，これを自由間接話法のいわば前段階とよぶことはで
きょう.しかしこれを今迄に見てき-た自由間接話法と同様に取扱うことはで
まない.自由間接話法であるためには，それが形の上では作者の言葉であり
ながら，実は人物の言葉であることが明瞭に理解されることが必要である.
なおここで自由間接話法とも直接話法ともとれる場合があることを注意し
ておこう.これは特に活用形の動詞を含まない時におこり易い.
Quand vint ?la chemise, 
La pauvre 駱ouse eut en quelque fa輟n 
De la pudeur: EtγenueGinsi mise 
Aux yeux des gens! Magdeleine aimait mieux 
Demeurer femme, et jurait ses grands dieux 
De ne souffrir une tele vergogne. 
(c. , IV , 10, 113-118) 
この他 (FリVlf， 2, 19) (F. , 1X, Sab. , 126-135) (C.,][, 13, 256) (C. , 
町， 12, 39) (Minée, 536-541) も同様である. この場合も自由間接話法と
よぶべきか否かは問題であり，一応区別するととが必要であろう.
C. 伝達部が持入されている場合
La lice lui demande encore une quinzaine. 
Ses jうetits ne marchaient, disait-elle, qu'? jうezne.
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Pour faire court, elle l'obtient. 
(F., l[, 7, 6-8) 
この型と間接話法 Elle disait que ses petits ne marchaient qu'? peine. と
の関係は，直按話法 Elle c1isait: <i(Mes petits ne marchent qu'? peine. > 
と，同じくくMes petits，ビlisait-el1e， ne marchent qu'? peine. >との関係に
並行するものである.ここでは伝達部は間接話法に於ける様に被伝達郎を導
入はせず，抑入自í'jとしてむしろ被伝達部に対して従属1'1守な位置にある.杯i入
節は文尼に来ることもできる.上例では前にc1emande . . という伝達部があ
るのでc1isait・.e11e がなくとも自由間接話法であることは読者に明瞭に理解
される筈であり， A型と C型との混合型と言えるが (但しこの様な型は La
Fontaine には他にない)，次例ではこの様な伝達郎はない.
Pour se rendre Philis un peu plus favorable , 
Le Gαscon e'皦 couché, diむil， α。ec le diαrble. 
(C. , l[, 13, 64-65) 
この型の何人iliIは Verschoor の言う通り parenth色ses' としてのfmi値をしか
持っていない. 従って伝達郎がc1it-i1 の形ではなく，次例の様な形のもので
ある場合も同じ型の自由間接話法と考えることができる.
Le pédant, c1e sa grâce, 
Accrut 1e ma1 en amenant 
Cette jeunesse ma1 instruite: 
Le tout, ?ce qlぜil dit, pouγfαiγe un ch穰iment 
Qui Þ色t seγviγ d' exemple, et doη~t toute sα suite 
Se souvîγzt ?jαmαis comme cl'zme leS01 
(F., IX , 5, 21-26) 
Si 1'01 e偀 cru 1eur murmure, 
Elles auraient par leurs cris 
Sou1ev? gqmc1s et petits 
C011tre l'ぽi1 c1e la nature. 
Le Soleil, ?leur dire, alait tout consumeγ， 
Il fallait promptement s'σrme九
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Et lever des tγ側全es ?issantes. 
(Le soleil et les grenouilles, 15-21) 
自由間接話法は独立節に限らず従節に現われることもあり仰ることは既に述
(7) 
べたが，この型に於いても同機である.
Il fut tout 騁onn? d'ou? cette cohorte 
Le proclamer monarque au lieu de son roi mort. 
Il ne se fit prier que de 1a bonne sorte, 
Encoγ que le fiαγdeωf色.t， dit・H， un Þω fo:γt. 
Sixte en d?ait autant quand on 1e fit saint-p色re.
(F., X , 13, 44-48) 
更に抑入節が状況補語にのみ関係することもある.
La belle s'y rend la premi色re ，
Sous 1e pr騁exte d' aler faire 
Un bouquet, dit-elle. ?ses gens. 
(C. , III , 7, 146-148) 
始めにあげた (F. ， II , 7) の様に前にも伝達部(乃至それに準ずるもの)
がある場合を別にすれば，この型をも B型に含めて考えることもできる.そ
の場合挿入節(句〉が人物の言葉であることを示す指示となる.しかしこの
指示は B型の場合の指示が，むしろ暗示・示唆といった段階にとどまってい
るのに対して，いわば余りにも強過ぎる指示である.特に dit-ì1 の型の挿入
節の場合は， B型に比べて形の上でずづと間接話法に近い.従ってこれは間
接話法と B型の自由間接話法との中聞に位置するものということができる.
この型には他に (F.， II , 3, 6-7) (F., 1V, 11 , 29) (F., V , 20, 4-8) (F., 
\llIT, 1, 34-37) がある.
なお次の例の様に
Alaciel, ?ce qu'on dit , 
N'en demandait pas davantage. 
(C. , II , 14, 779-780) 
Quelques rates, dit-on, r駱andirent des larmes. 
(Lα ligue des γαts， 30) 
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dit.on や主 ce qu'on dit などがJ市入されている場合， 一般に特定の作中人
物の言葉を伝えているものではないから話法とはよび難い.但し次の例など
はこの型の自由間接話法と見なし何ょう.
Elle, prudente et sage, 
Consulte son voisin: c'騁ait un ma羡re rat 
Dont la rateuse seigneurie 
S'騁ait log馥 en bonne hôtellerie, 
Et qui cent fois s' étαit 。αηté， dit-on, 
De γze cγαindre de chαt ou chαtte 
Ni COlゆ de deγzt， γzz. coもゆ de Þαtte. 
(Lα ligィue des γαts， 3ーも〕
。
以上，我々は自由間接話法をいくつかの型に分野{することによって， La 
Fontaine のそれがどの様なものであるかを見てきた. 既に述べた様に La
Fontaine に最も多いのはA5 の型であるiが， それは十分なー導入によって読
者を自然に人物の心理・感情の内部へと誘い込んで行く白由間接話法の特質
が最もよく発揮されている型と言える. この型の使用が多いということは
La Fontaine が如何にこの話法の用法に優れていたかを示すものと言えよう.
Flaubert 以前に於いて特に巧みな自由間接話法の使用が見られるのは La
Fontaine であることは既に多くの学者が指摘していることではあるが， 自
由間接話法は既に古代フランス語に於いてその使用が見られるのであって，
Bruneau が rLa Fontaine に至るまでプランス諮は直接話法と間接話法と
しか矢口らなかった」 と言っているのは誤まりと言わざるを戸?ない.しかじ
La Fontaine 以前の自由間抜話法については必すd しも十分な調査がなされて
いるとは未だ言えないようであり，従って性急な結論を出すことは避けなけ
ればならないが， Lips や Verschoor のこの話法に関する歴史的概観による
限り， 16世紀以前には近代的な自由間接話法はほとんど見られないと言って
よい機である.中世には自由間接話法の近代的JFj法は児られないという Lips
の意見に対して， Verschoor は多くの例をあげて中世にも近代と異ならない
)司法が見られると言っているけれども，その例の多くは我々の分煩による A
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1 , A 3 の型で， B 型のものも多くは car や parce que に始まる節のもの
に限られ， La Fontaine に於いて多くの例を見てきたA4 ， A5 , B に類似
する用例はほとんど見られない. 16 世紀には特に間接話法に続く qqe の省
略によって生じた自由間接話法がかなり見られる株主だが， Lips のあげてい
る Rabelais の例， Verschoor のあげている fleptaméron の例など，何れも
ほとんど A1 及びA3 の型に限られている.文の論理(1'0構造を重んじた17世
紀に，更に自由間接話法の使用が稀であることについては両者の意見は一致
して居り，従って少なくとも現在の研究段階に於ける限り， 17世紀以前に於
ける La Fontaine の自由間接話法の使用は他に類例を見ないものと言える
であろう.何故この様な特殊性が La Fontaine に於いて可能であったのか
は興味ある問題であるが，これについての考察は文体論の立場からのこの話
法の研究と共に今後の機会にゆずりたいと思う.
一証
(1) F. は Fables， C は Contes et N ou.velles の略。例えば、 (F. ， 1 , 11 , 3) は「寓
話第一巻第十一話第三行」を示す。使用テキストは Pléiade 版。 番号も同版によ
• る。但し随時 Grands Ecri vains 版を参照した。
(2) J. A. Verschoor: Etude de grammaire historique et de style sur le style direcl et 
les styles indirecls en jran軋is. Groningen , Druk, 1959. はこの様なものをも自由
間接話法としているが，この扱い方にはや λ 疑問がある。
(3) なbこの例で， A son amant の前に guillemets があるが， 代名詞 son ， ele 
によってこれが直接話法ではなく自由間接話法セあることは明瞭である。 Qu'en
pourra -t -il 以下が直接話法となる 0・なb註(竹参照。
(4) M. Lips: Le style indirect libre. Paris , Payot, 1926, pp. 140~ 142. 
(5) ibid. , pp.101 ,,-,111. 
(6) Verschoor: op. cit. , pp.3 ",-,4, p.36. なj'::>"" cf. Le Bidois: Syntaxe du jran軋is 
moderne. Parìs , Picard , 1935~38 ， ~ 1120. 
(竹 この様に文の一部のみが人物の宗葉の伝達である場合，或いはそれに限ら子一般
に自由間接話法の個所に於いて， guillemets をb くことが特に近代の作家によく
見られる。 しかし 17 世紀には gui11emets の使用は未だ確定せず， La Fontaine 
の自由間接話法の個所も版によって guil1emets の有無が異なるので， 本稿では
gui11emets に関しては一切論じなかった。
(8) 特に Lips: op. cit. , pp.137-----148.- 及び Le Bidois: op. cit. , ~ 1324. 
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